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通常版・字幕版収録

上映時間 約 30分 DVD 65′ 000円 (税別 )
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作品の内容

認知症を患つている拓三は散歩の途中、公園でひと

リゲームをしている大輝に話しかける。

拓三が家にいないことに気付いた由美は学校から

帰つてきた娘の紗羅と拓三を探しに行く。由美と紗羅

は/AN園で大輝に草笛を教えている拓三を見つけ、家に

連れて帰ろうとする。帰り際、拓三は大輝と明日も会

う約束をする。

沙羅と同じクラスの大輝は、話すことが苦手なこと

を理由にクラスメイ トからいじわるされている。休み

時間は一人で得意な絵を描いている。

昨日の約束を忘れている拓三は部屋で将棋を指して

いた。約束通り、公園で待つていた大輝のところヘ

紗羅がきて拓三が認知症だということを教える。

拓三と大輝と紗羅はいつしよに過ごすうちに仲良く

なつていつた。

拓三は病院で認知症のテス トとMRI検査を受けた。
学校では大輝が拓三のために描いた絵を紗羅に渡した。

その日の夜、居間で由美と夫の光一が、拓三の認知症

が進行 したら施設に入れるかどうかを話 していた。

それを聞いてしまつた拓三は落ち込んでしまう。

公園や海岸で遊んだ拓三と大輝と紗羅は踏切近く

を歩いていた。警報機が鳴り、遮断機が下りてきた。

すると、拓三の様子がおかしくなつてしまう。

拓三の家に紗羅が大輝を連れてきた。拓三は大輝が

描いた絵を見るが思い出せない。沙羅のことも大輝の

ことも忘れてしまうと話す拓三に、「僕が忘れない。」

と大輝が言葉を発する。大輝の声を初めて聞いた拓三

は大輝にハーモニカを渡す。

大輝は得意な絵をきっかけに、いじわるしていた

クラスメイ トと仲良くなり、拓三は施設に入らず、

家族といつしょに自宅で生活することになつた。
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